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ボーリング柱状図
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B-1(測点No.62+100m右岸) 36° 28’ 8.2400”

139° 53’ 32.4600”

77.07 m

8.00 m
0.00° 0.00°

栃木県　宇都宮土木事務所 2009-12-04 ～ 2009-12-08
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74.32 2.75 2.75

盛土・シ
ルト混り
砂礫
(BS/GS-
M)

74.17 0.15 2.90 シルト
(M)

73.77 0.40 3.30 礫混り砂
(S-G)

68.72 5.05 8.35

砂礫
(GS)

灰

暗
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灰

暗
褐

暗
褐
灰

暗褐
暗褐

褐
灰

緩
い

密
な

非
常
に
密
な

最上部5cmはアスファルト
，0.15mまで30-0の砕石である。
以深、シルト混り砂礫材による。
礫はφ5～20mmを主体に最大
φ60mm程を点在する。マトリッ
クスは中～粗砂分と少量の細粒土
分で構成され、礫間を緩く埋める
。
GL-1.0～2.0m間はシルト分の混入
が非常に多く、シルト質砂礫状を
呈す。

含水・粘性・硬度共に中位。細砂
分を混入する。
細～中砂分を主体に少量の細粒土
分を含有する。礫はφ5～10mmを
主体に最大φ20mmを混入する。

GL-3.4m付近にロームの二次堆積
物を厚さ5cmで介在する。

礫はφ5～20mmの亜円礫を主体に
最大φ50mm前後を含み、局所で
はコア長3cm内外(推定
φ80～100mm程)の玉石分を混在
する。

礫間は中～粗砂分と細粒土分で構
成される。
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